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I緒 言

Tolueneの 尿 中代 謝 産 物 で あ る馬 尿 酸(以 下HA

とす る.)を 定 量 す る こ とに よ り, toluene暴 露 程 度

の指 標 とす る試 み が盛 ん に行 われ て い る. 1)～3)しか し,

現 場 作 業 者 の 健 康 管 理 と直 結 した 有 効 な ス ク リー ニ

ン グ法 は,い ま だ報 告 され て い な い.今 回 は,緒 方,

杉 原 等4)の 原 理 を応 用 し た,磁 性 皿 に よ る半 定 量 法

を老 案 し,作 業 現 場 で,簡 単 に,す 速 く,多 量 に測

定 す る と共 に,良 好 な 成 績 を得 たの で 報 告 す る.

Ⅱ 実 験 方 法

1) 試 薬

a) HA標 準 液; Merk製 のhippuric acid 500

mgをpyridine 5mlに 溶 解 し,蒸 留 水 を 加 えて,全

量 を100mlと し,こ れ を原 液 と し た.

b) BSC試 薬; Merk製 の 比 較 的 新 しいbenzen

sulfonyl chlorideを 使 用 した.

c) リン酸 緩 衝 液;試 薬 特 級 の リン酸 第 一 ナ ト リ

ウム と,リ ン酸 第 ニ ナ トリウ ム を使 用 して, 0.01M,

 pH 6.9の リン酸 緩 衝 液 を作 製 した.

d) pyridine;試 薬 一 級 を使 用 した.

2) 器 具

a) 磁 性 皿

〔Fig 1〕 こ示 す 様 に,縦6.5cm,横17.5cm,凹 穴 の

直 径,約2.4cm,深 さ0.8cm,容 量1.8ml,凹 穴 の

数 は12個 で あ る.

b) マ イ ク ロ ピペ ッ ト(2本)

0.05～0.5mlと0.25～1.0ml.

c) 試 験 管;数 本

d) ガ ラ ス棒 ま は は,金 魚 ポ ンプ(覚 拌 の ため),

c) 尿 コ ツプ

3) 操作

磁性皿の下段 に,試 料 尿0.1mlを 取 り,こ れに,

 0.01Mリ ン酸緩衝液(pH. 6.9), 0.4mlを 加 え,さ ら

にpyridine 0.5mlを 加 えた ものに, BSC 0.2mlを

加 え,ガ ラス棒 または,金 魚ポ ンプで よ く攪拌 して

発色 させ,そ の後10分 間放置す る.別 に,標 準系列

として, HA原 液 を蒸留水 で希釈 して, 0.5, 1.0,

 1.5, 2.0, 2.5mg/mlの ものをそれ ぞれ調製 し,こ

の0.1mlを 磁 性皿 の上段 に取 り,上 記 と同様 に して

発色 させる.そ して,肉 眼比色 によ り,こ の標準系

列 と,試 料尿 の発色 とを比較 して,尿 中HA量 を判

定す る.さ らに,こ の肉眼比色 による半定量法 の精

度 を調 べ るため,同 じ試料尿 を,ス ピッツ試験管 に

取 り,上 記 と同様 の操作 をした後,エ タノール3ml

を加 え,よ く覚拌 し,日 立製作所製 のUV分 光 光度

計 を用 い, UV, 420nmで 測定 した.

Ⅲ 結 果

〔Table 1〕は,某 工場 におけ る,ペ イン ト作業 者の

内で,特 に, toluene暴 露者 の仕事終 了時の尿 を採

取 し,そ の中 よ り無作意 に20検 体を選 び,今 回の肉

眼比色 による半定量法 と,直 接比色定量法 とで,尿

中HAを 測定 し,そ の成 績 を比較 した もので ある.

その結果,肉 眼比色 に よ り判定 した成績 と,直 接比

色定量法 によ り測定 した成 績 とが一致 した ものは,

 20検 体 中, 18検体 であ った.な お尿中HAが1.25m

g/ml以 上 で, toluene強 度暴露 と推定 され る例 が20

検体中, 4～5検 体で あった.さ らに, 2個 の磁性

皿 を用 い ることに よ り,同 時測定可能 が少 な くとも,

 18検体 以上可能 で あった.
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Ⅳ 考察及び結論

今回のtoluene暴 露者 におけ る,ス ク リー ニング

を目的 とした,磁 性皿法 による肉 眼比色の尿 中HA

半定量法は,作 業現場 で,即 座 に,か つ多量に実施

で き,そ の上,器 具 もほ とん どい らず,安 価 で あ り,

精度 は,直 接比色法 と比較 して も,大 体一致 した所

見 を示 した,以 上 の こ とか ら,本 法は,作 業現場 に

おける, toluene暴 露者 の健 康管理上 のス ク リーニ

ング法 として,非 常 に有効 な手段 と考 えられ る.な

ほ,本 法 は,グ リシン抱合物 の比色定量法で ある為,

 toluene, xyleneの 混合溶剤暴 露時には,そ れぞれ

の尿 中代謝産物 で ある馬尿 酸,メ チル馬尿酸が和 と

して概算 され る.

Fig. 1 Porcelain dish

Table 1 Screening test for urinary hippuric acid compared with 

direct colorimetric method.
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Health control of workers using organic solvents

Part I. A screening test (porcelain dish method) of urinary hippuric acid 

which was devised and applied to the urine of painting 

workers who were exposed to toluene as ingradient of 

thinner at their working shop

Tatsuya HOBARA and Masana OGATA

Department of Public Health, Okayama University Medical School

Analytical sensitivity of urinary HA screening method by porcelain dish is similar to that 

of direct colorimetric method and good agreement with both methods was obtained. Namely, 

eighteen samples out of twenty measured by screening method coincide with that of direct 

colorimetric method. Data indicate that this method is very useful for screening method having 

an advantage in which rapid determination at on the urinary HA as an index of toluene ex

posure.


